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眠れる森の美本
第18回

『万葉時代の旅』
辻野勘治／著（ゆのき書房 1983）

新元号「令和」の発表にともな
い注目を浴びた「万葉集」。この
本では、その時代に、どんな人
が、どんな用務で旅をしたのかを、
歌を引用しながら考察していま
す。交通の施設や用具が未発達
だったり、道が整備されていな
かったりする中での旅がどのよう
なものだったのか、想像を掻き立
てられる一冊です。

「？」があったら図書館へ！
～レファレンスサービスのご案内～

日本全国万葉の旅 大和編
坂本信幸他著、牧野貞之写真 小学館 2014.12

万葉の地を半世紀撮り続けた写真家の選りすぐりと、
第一級の万葉学者による解説で故地を巡る。
旅に当たっては是非蛍光したい一冊です。

萬葉写本学入門－上代文学研究法セミナー
小川靖彦編 笠間書院 2016.5

今日我々が目にする萬葉集はどれだけ「原文」に近い
のか。どこまで解明され、何が課題なのか。萬葉集の

研究史と現況を紹介し、基本の
知識と技術を紹介します。より深く萬葉集を学ぶ手引

きにどうぞ。基本研究文献、伝本一覧も掲載。

よみたい万葉集
村田右富実監修 西日本出版社 2015.2
声に出して「詠んで」みよう。情けない歌、
意味不明のシュールな歌。テーマごとに
縦横に語り合います。素顔の万葉集を味
わってみませんか。万葉の頃の生活や
ファッションがわかるコラムも掲載。

万葉集から古代を読みとく
上野誠 筑摩書房 2017.5

竹取物語の原型は翁のモテ自慢とハーレムだった?!
歌とは、歌を書くとはどういうことか。「万葉集」とは何か。
作中の文、考古資料、民俗学の成果を駆使して「言葉の
文化財」万葉集の斬新な読み方を提案する文化論です。

万葉集植物さんぽ図鑑
木下武司 亀田龍吉写真 世界文化社 2016.2

万葉集に詠われる草花を、本草学や古典考証、植物学、
薬学で解析し、古代人の目線で詳細に紹介します。スミレ

は薬草で、「朝顔」はキキョウだそうですよ。

万葉のとりどり

万葉のとりどり



レファレンスサービスをご存知ですか？

レファレンスサービスは、市民のみなさまの調査、研究をお手伝いするサービスです。
多くの蔵書から的確な資料を探し出すのは大変です。図書館員が辞書・事典などの専門的な資料やインターネット

情報、外部データベースを使って、みなさまの調べたいことや必要な情報を探すお手伝いをします。

図書館からのお知らせ
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『養蜂大全』
（松本文男／著 誠文堂新光社 2019.4）

先日、恵比寿でミツバチが大量発生したニュー
スがありましたが、対応の依頼を受けた都内の
養蜂家の方が現象について語っていた内容がそ
のまま書かれていました。季節ならではの習性
や季節ごとに注意するポイントまで様々な点に
ついて養蜂をする上で大切なことが書かれてい
ます。ミツバチに対する一般的な知識としてもた

めになりそうな1冊です。

『ムーミン童話の世界事典』
（渡部翠／監修 講談社 2005.4）

ムーミンの世界について、あなたはどれだけ
知っていますか？ムーミン谷の自然や、お祭
り、小さないきものたちやムーミン屋敷の屋根
裏について…。知れば知るほど魅力いっぱい

のムーミンの世界。この本を読んでからムーミ
ン童話を読み返すと、思いがけない素敵な発

見がたくさんあることでしょう！

「？」があったら
図書館へ！

図書館によせられた
質問をご紹介！

Ｑ シラサギが羽をいつまでも白色に保てる
理由を知りたい！

たしかに、白い羽はキレイですね。調べてみると、水浴び以外に
も白い羽を守る仕組みや工夫がたくさんありました！
・『鳥 増補改訂（ニューワイド学研の図鑑 6）』
（学研教育出版／2009.11）
→p.123 「体が羽毛でおおわれている」
防水効果や汚れから体を守る「粉綿羽」 という羽について、
イラストと説明があります。

・『鳥類 改訂新版（世界文化生物大図鑑）』
（世界文化社／2004.6）
→p.292 「水浴・日光浴・羽づくろい」
脂肪を分泌する「尾腺」について説明があります。

・『鳥の生態図鑑 増補改訂』（学研教育出版／2011.3）
→p.16 「鳥はなぜひんぱんに羽づくろいするのか」
羽毛の手入れについて、羽づくろい・水浴び・砂浴び・蟻浴・
頭かき・日光浴 などが写真とともに載っています。

Ｑ 華氏（カシ）温度はどうやって決められたの？

水の凝固点を0度、沸点を100度とした「摂氏（セッシ）」は馴染
み深いですよね。では、華氏って・・・？
・『日本国語大辞典 第3巻 第2版』
（小学館国語辞典編集部編集／小学館／2001.3）
→p.581「華氏温度」
温度をはかる単位の一つ。

・『日本大百科全書 4 2版』（小学館／1994）
→p.516 「温度おんど」
ドイツの物理学者ファーレンハイトが1724年に考えたもの。

・『科学者人名事典』
（John Daintith／[ほか原編]／丸善／1997.3 ）
→p.544 「ファーレンハイト,ガブリエル・ダニエル」
氷と塩の混合物の共晶点を0度、人体の温度を96度（自分
の体温を100度）とした、との記載があります。諸説あるよ
うです。

Ｑ けん玉大会の級位認定の点数が知りたい！
Ｑ 夏目漱石が翻訳した外国の詩が載っている本はある？
Ｑ 爪の病気について、医者に行く前に少し知りたい！
Ｑ ちょうちんってどうやって作るの？
Ｑ 渡辺南画の画集はある？
Ｑ わすれなぐさの色や形が知りたい！
Ｑ さいしょのにんげんはこどもなの？おとななの？
Ｑ お鍋でごはんが炊きたい！
Ｑ 庭に咲いた花の名前が知りたい！

・・・まだまだたくさん！

ほかにも・・・
図書館には、毎日たくさんのレファ
レンスがよせられます。日々の暮らし
で疑問に思うことがあれば、ぜひ図書
館員にご相談下さい！

西東京市のレファレンスについてはこちら

・受付について
・お答えできない場合
・受付できない場合

！

健康・医療情報コーナー
テーマ展示実施中

4月から6月までのテーマ展示は『 人体 』
です。7月からは『 闘病記 』に入れ替わる
予定です。健康・医療情報コーナーにて展
示しております。ぜひご利用ください。


